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１２月１５日（土）に、東国分中学校で第４回国分川調節池を育む会を開催しました。今回は副

会長の選出と、東国分中学校の屋上に上がり調節池全体を見学した後、前回からの継続検討事項で

ある春木川調節池ゾーニングの配置について検討を行いました。 

毎回、『育む会』で行われた内容等については当会報でお知らせします。 

 

 

１．副会長の選出 

第３回育む会で副会長の選出については

「会長一任として事務局と相談の上選出し、

次回承認をいただく」ということになってい

ました。会長と事務局で相談した結果、調節

池に隣接する地域にお住まいの方、また多数

の会員の皆様のご要望を取りまとめるという

観点から自治会等の役員をされている方、と

いう考えを基に、下記２名の方にお願いし、

お引き受けいただきました。そして今回の育

む会において、自己紹介、抱負を述べていた

だいた後、賛成多数で副会長として承認され

ました。 

副会長 

渡 辺  和 雄 さん 

瀬 木  千 春 さん 

 

 

 

 

 

育む会の様子 

 

東国分中学校屋上からの調節池見学 

  

２．春木川調節池ゾーニングの配置検討に

ついて（前回からの継続検討） 

春木川調節池ゾーニングの配置検討につ

いては、前回の検討で議決まで至らなかっ

たため、今回へ継続検討ということになり

ました。まず、前回の確認として事務局か

ら提案した３つの案（裏面参照）をご説明

し、その後、具体的イメージを持っていた

だくため、東国分中学校の屋上に上がり、

調節池全体を見学しました。普段なかなか

上がることの出来ない中学校の屋上から調

節池全体を見渡すことができ、検討の前に

より具体的なイメージを持っていただけた

と思います。見学後は再び会議室に戻り、

案１～３について検討を行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回『育む会』については平成２０年１月２６日（土）に行う予定です。日時や場所が正式に

決まりましたら、会員の皆様には御連絡申し上げます。 

 

 

 

 

 

※ご連絡先 

市川市水と緑の部 水と緑の計画課 

  〒272-0021 市川市八幡４丁目２番１号（八幡分庁舎） 

市川市ホームページもご覧下さい！ 

「国分川調節池を育む会」で検索して下さい。 

 

「国分川調節池を育む会」は、

現在千葉県が事業を進めている

国分川調節池の上部利用につい

て、市民の皆様と行政が協働で

検討・実行することを目的とし

て設置されました。 

主な意見 

・近隣居住者としては害虫や悪臭、プライバシー、利便性、通学の観点から考え、案２がいい。 

・案２では中池と下池の散策・休息ゾーンがつながらないので、案１が利用しやすいのではないか。

・案２の場合だと、子ども達が通学出来るようあぜ道や木道を作る検討が出来る。 

・調節池内の地主だった人は、自然の中を子ども達が歩きながら通学すること想像をしていた。 

・もし案１で決定した場合、散策・休息ゾーンの幅はどのように決まるのか？ 

たくさんのご意見をいただき、検討していただきました。最後にこれまで出た意見を整理し、採決を

行いました。 

案１に賛成・・・４０名中２６名 

案２に賛成・・・４０名中１２名 

案３に賛成・・・４０名中 １名 

採決の結果、案１が賛成多数ということで、案１に決定しました。 

 今後は散策・休息ゾーン及び自然ふれあいゾーンの幅について検討し、詳細なゾーニングを決めてい

きたいと思います。 

断面図

現行のゾーニング

案１

案２

案３

散策・休息ゾーン三日月型

散策・休息ゾーン縦配置型

自然ふれあいゾーン傾斜変更型

春 木 川 調 節 池 ゾ ー ニ ン グ 配 置 検 討 図 面

※この図はイメージであり、実際の傾斜、配置、距離、面積
　とは異なります。

※この図はイメージであり、実際の配置、距離、面積
　とは異なります。

※この図はイメージであり、実際の配置、距離、面積
　とは異なります。
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※ ＹＰとは、Yedogawa Peilの略で、江戸川・
利根川・那珂川などの水位を測る時の基準とな
る江戸川堀江の水面の高さです。（国土交通省
江戸川河川事務所ホームページより）

YP
2.8m

YP
3.65m


